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折
、
生
活
保
護
に
要
す
る
経
費
等
、

民
生
費
の
増
加
に
対
応
し
て
い
る
。

本
年
猛
威
を
ふ
る
っ
た
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
へ
の
助
成

金
も
含
ま
れ
、
さ
ら
に
武
蔵
小
金

井
駅
北
口
の
市
営
駐
輪
場
閉
鎖
に

伴
い
新
た
に
開
設
さ
れ
る
駐
輪
場

の
工
事
費
も
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

国
や
都
の
補
助
制
度
を
最
大
限

に
活
用
し
た
、
市
民
生
活
に
欠
か

せ
な
い
予
算
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、

本
予
算
に
賛
成
す
る
。

　

調
布
市
、
府
中
市
及
び
小
金
井

市
の
３
市
で
構
成
す
る
二
枚
橋
衛

生
組
合
の
平
成　

年
３
月
末
日
の

２２

組
合
解
散
と
解
散
に
伴
い
二
枚
橋

衛
生
組
合
が
所
有
し
て
い
る
財
産

（
土
地
、
建
物
、
基
金
及
び
備
品

な
ど
）
の
処
分
に
関
す
る
議
案
で

す
。
組
合
解
散
及
び
財
産
処
分
に

関
す
る
協
議
締
結
に
つ
い
て
は
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
議
会

の
議
決
を
経
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
２
議
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

月
１
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

１２
ご
み
処
理
施
設
建
設
等
調
査
特
別

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、　

月　

日

１２

１５

の
委
員
会
に
お
い
て
審
査
さ
れ
ま

し
た
。　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、

１２

２４

２
議
案
を
採
決
の
結
果
、
起
立
多

数
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

審
議
し
た
主
な
議
案

二

枚

橋

衛

生

組

合

の

解

散

に

つ

い

て

議

決

結

果

○賛成　×反対　△退席
付

託

先

議 案 の 審 議 結 果 会派名（人数）　※議長は除く

市
民
会
議
敢

改
革
連
合
敢

自
由
民
主
柑

自
民
党
小
金
井
柑

公　

明　

党
棺

民
主
・
社
民
桓

日
本
共
産
党
棺

み
ど
り
・
市
民
歓

原案可決○○○○○○××予平成２１年度小金井市一般会計補正予算（第４回）

第

４

回

定

例

会

原案可決○○○○○○○○予平成２１年度小金井市下水道事業特別会計補正予算（第１回）

原案可決〇〇〇〇〇〇〇〇建小金井市有料自転車駐車場条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○△○即職員の給与に関する条例の特例に関する条例

原案可決○○○○○○○○即特別職の給与に関する条例の特例に関する条例

原案可決○○○○○○○○即小金井市教育委員会教育長の給与の特例に関する条例

可　 決○○○○○○×○ご二枚橋衛生組合の解散について

可　 決○○○○○○×○ご二枚橋衛生組合の解散に伴う財産処分について

原案可決○○○○○○○○予平成２１年度小金井市一般会計補正予算（第５回）

可　 決○○○○○○○
○４
×２即小学校デジタルテレビ他の買入れについて

可　 決○○○○○○○
○４
×２即中学校デジタルテレビ他の買入れについて

可　 決○○○○○○×
○４
×２即小学校パーソナルコンピュータ他の買入れについて

可　 決○○○○○○×
○４
×２即中学校パーソナルコンピュータ他の買入れについて

原案可決○○○○○○○○即
小金井市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例及び職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例

原案可決○○○○○○○○即小金井市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の特例に関する条例（議員提案）

付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決　建：建設環境委員会
　　　　　　予：予算特別委員会　ご：ごみ処理施設建設等調査特別委員会

　
　

月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て

１１

３０

予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、　
１２

月　

日
の
委
員
会
で
審
査
し
ま
し

１４
た
。

　

主
な
補
正
の
内
容
は
、
歳
出
で

は
、
生
活
保
護
扶
助
に
要
す
る
経

費
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
伴
う
助
成
金
、
建
物

移
転
事
業
の
進
捗
に
よ
る
東
小
金

井
駅
北
口
の
土
地
区
画
整
理
事
業

の
委
託
に
要
す
る
経
費
な
ど
で
す
。

　

な
お
、
歳
入
で
は
、
２
億
円
の

臨
時
財
政
対
策
債
を
発
行
し
、
年

度
間
の
円
滑
な
財
源
調
整
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
採

１２

２５

決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

青
木
ひ
か
る
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

新
庁
舎
基
本
構
想
策
定
市
民
検

討
委
員
会
支
援
委
託
料
の
債
務
負

担
行
為
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

新
庁
舎
の
建
設
は
、
リ
ー
ス
庁
舎

の
契
約
期
間
が
切
れ
る
ま
で
に
行

わ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
平
成　

年
２２

　

月
ま
で
に
は
基
本
構
想
を
策
定

１０す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
基
本
計

画
の
策
定
に
、
引
き
続
き
十
分
な

市
民
参
加
を
保
障
す
る
よ
う
求
め

る
。
さ
ら
に
、
建
設
場
所
に
つ
い

て
は
、　

歳
以
上
の
市
民
全
員
の

１８

意
向
を
聞
く
ア
ン
ケ
ー
ト
、
も
し

く
は
住
民
投
票
を
行
う
べ
き
で
あ

る
。
以
上
を
指
摘
し
て
賛
成
す
る
。

書
館
の
窓
口
業
務
等
の
委
託
料
に

つ
い
て
は
、
予
算
執
行
を
停
止
す

る
旨
の
付
帯
決
議
が
賛
成
多
数
に

よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月　

日
（
金
）
に
、
地
方
分

２２

権
と
自
治
体
・
自
治
体
議
会
の
在

り
方
に
つ
い
て
の
見
識
を
深
め
る

た
め
、
議
員
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
に
は
、
中
央
学
院
大

学
教
授
の
福
嶋
浩
彦
さ
ん
を
お
招

き
し
、
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
・
市
民
）

　
　

月
定
例
議
会
で
の
解
散
議
決

１２
は
、
３
市
で
調
整
し
た
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
あ
り
、
そ
れ
を
無
視
す
る

こ
と
は
、
自
治
体
間
の
信
義
に
反

す
る
行
為
と
な
る
。
ま
た
、
３
月

ま
で
に
解
散
で
き
な
か
っ
た
場
合
、

来
年
度
も
一
部
事
務
組
合
を
維
持

す
る
経
費
を
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
、
無
駄
遣
い
が
発
生
す
る
。
な

お
、
二
枚
橋
用
地
へ
の
新
ご
み
処

理
施
設
建
設
に
関
し
て
は
、
処
理

方
式
を
、
煙
突
を
必
要
と
せ
ず
、

施
設
も
コ
ン
パ
ク
ト
で
済
む
、
非

焼
却
方
式
を
導
入
す
る
こ
と
等
を

前
提
と
す
べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

反
対
す
る
第
一
の
理
由
は
、
生

活
保
護
世
帯
の
増
加
な
ど
、
市
民

生
活
が
一
層
厳
し
く
な
る
中
、
市

民
生
活
支
援
の
視
点
に
欠
け
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
臨
時

財
政
対
策
債
２
億
円
の
新
た
な
借

金
に
つ
い
て
、
市
財
政
の
厳
し
さ

の
認
識
が
示
さ
れ
た
が
、
大
規
模

事
業
こ
そ
見
直
す
べ
き
で
、
将
来

を
見
据
え
た
財
政
運
営
と
言
え
な

い
か
ら
で
あ
る
。
最
後
に
、
ご
み

処
理
施
設
建
設
場
所
決
定
の
確
証

が
何
ら
示
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は

問
題
で
、
二
枚
橋
に
固
執
せ
ず
あ

ら
ゆ
る
方
策
を
検
討
す
べ
き
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

歳
入
で
は
、
臨
時
財
政
対
策
債

２
億
円
を
発
行
し
、
財
源
を
確
保

す
る
。
歳
出
で
は
、
経
済
不
況
の

二
枚
橋
衛
生
組
合
の
解
散
に

伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

平
成　

年
度
一
般
会
計

２１

補
正
予
算
（
第
４
回
）

賛
成
討
論
（
要
旨
）

中
根
三
枝
（
自
民
党
小
金
井
）

　

こ
の
予
算
の
特
徴
と
し
て
１
に

経
済
危
機
等
を
起
因
と
す
る
生
活

保
護
扶
助
費
増
嵩
に
対
応
し
て
い

る
。
２
に
東
京
都
の
補
助
金
を
活

用
し
新
型
イ
ン
フ
ル
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
費
を
助
成
。
３
は
市
の
最
上

位
計
画
で
あ
る
長
期
総
合
計
画
の

策
定
に
当
た
っ
て
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
及
び
市
民
懇
談
会
開
催
に
係
る

予
算
の
計
上
が
あ
る
。
４
は
環
境

対
策
と
し
て
都
補
助
金
を
活
用
し
、

省
エ
ネ
住
宅
計
画
を
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
開
催
等
市
民
参
加
に
よ
り

活
用
し
て
い
る
等
々
市
民
本
位
の

予
算
と
認
め
、
こ
こ
に
賛
成
す
る
。

　
　

月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て

１２

２１

予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、　
１２

月　

日
及
び　

日
の
委
員
会
で
審

２４

２５

査
し
ま
し
た
。

　

主
な
補
正
の
内
容
は
、
新
庁
舎

建
設
の
基
本
構
想
を
策
定
す
る
に

当
た
り
、
市
民
検
討
委
員
会
の
設

置
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す

る
た
め
の
経
費
及
び
図
書
館
の
窓

口
業
務
等
を
委
託
す
る
た
め
の
経

費
で
す
。

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
採
決
の

１２

２５

結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
が
、
こ
の
予
算
の
う
ち
、
図

平
成　

年
度
一
般
会
計

２１

補
正
予
算
（
第
５
回
）

議

員

研

修

会
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